令和八年度（第四十五回）定時総会（理事長挨拶）
理事長の中川です。
本日は、丸亀市シルバー人材センター第四十五回定時総会を開催致しましたところ、ご来賓、役員並びに会員の皆様方のご参加をいただきまして、誠にありがとうございます。
今年度の総会も、全会員にご案内し、丸亀市保険福祉センターで、開催させていただいております。
ご来賓として大西市議会副議長様、丸亀公共職業安定所中井所長様、香川県シルバー人材センター連合会岡本会長様をお招きし、後程ご祝辞を賜りますとともに、議事終了後、第二部として丸亀市地域包括支援センター所長の入江準子様より、フレイル予防についての、ご講演をいただきますので、最後までよろしくお願いいたします。
我が国は、少子化の影響から労働人口の減少が続いており、超高齢化社会において高齢者の就業促進は極めて重要な課題となり、「高齢者等の雇用の安定に関する法律」の改正を受け、七十歳までの就業機会確保が企業の努力義務とされたことから、当センターにおいても入会年齢が上昇するなどの影響が、これまで以上に出ています。
令和五年五月から、国は新型コロナウイルスの感染法上の位置づけを季節性インフルエンザと同じ五類感染症に変更し、各種行事も再開され人の動きも活発になりましたが、インフルエンザ等の感染症は多く発生していることから、各種感染症に的確に対応していくことが重要で、職員と会員が安心して就労できる感染防止対策を徹底することを最優先としています。人との距離が十分取れずに会話をしなければいけないない場合は、引き続きマスクの着用を推奨してまいりたいと思いますので、会員の皆さんご協力をお願いいたします。
さて、昨年度の活動の実績は、この後、議事の中で詳しくご説明させていただきますが、年度末の会員総数は、前年度から八人多い九百七十人でございます。
また、請負・委託・派遣合計の事業実績は、約四億九千三百七十五万円で、前年度比４・６％の増額となりました。
年度当初より剪定、除草業務など、ほとんどの業務で会員の頑張りにより、前年度を大幅に上回ることができました。これは、会員の皆様をはじめ、役員、職員全員が、発注者の活動状況をしっかりと把握し、ニーズにすばやく、的確に応えていただけた結果でございます。
また、令和七年四月から、発注者の皆さんのご理解をいただき、センター設立以来採用してきた契約方法をフリーランス法の趣旨に適合する包括的契約方法に、県下で最初に完全移行することができ、コスト削減に繋げることができました。
シルバー事業を維持・発展させるためには、言うまでもなく会員の増強が重要でありますので、本年度は、各コミュニティなどで催し物に積極的に参加し、「チラシ配布による会員勧誘」等の活動を行ったり、毎月１回、ハローワーク丸亀で臨時入会説明会を行うなどにより、令和八年度末の会員数千十人を目標に組織を挙げて会員の確保に取り組んでまいります。
本日の議事は、「令和八年度事業計画及び収支予算等の報告」など報告事項三件と、「令和七年度事業報告及び収支決算」と、「役員の選任」の決議事項三件となっております。

スムーズな議事進行に努めますので、よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、会員皆様方の今後ますますのご健勝・ご多幸をご祈念申し上げ、私の挨拶といたします。
